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あった。英語の privilege は、private に相当するラ






































譲渡可能であること（realizable at short notice 
without loss）と定義した。融資は非流動的だが、
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時 現 金 を 提 供 で き る と い う 、 銀 行 の 流 動 性











































































































（注1）Garner, B.A.,[1998] A Dictionary of Modern Legal 
Usage (Oxford University Press) 
（注2）F.W.メイトランド著、森泉章監訳[1988]『信託と法人』
（日本評論社） 
（注3）Pettit, P.H., [2006] Equity and the Law of Trust 





（注6）Pratt, S.S., [1903] The Work of Wall Street (D. 
Appleton and Company) 
（注7 ）Kelly, M., [2001] The Divine Right of Capital 
(Berrett-Koehler Publishers) 
（注8）吉永栄助[2004]『企業法・経済法の諸問題』（千倉書房） 
（ 注 9 ） Hicks, J.R., [1989] Market Theory of Money
（Clarendon） 
（注10）ケインズは、銀行資産の流動性を論じたが、現代では
流動性の概念の中に、資金調達の可能性（funding liquidity）
という負債側の要因も含まれる。この調達可能性は、信用リ
スクの高低に応じて変化する。信用リスクを低めることがで
きれば、調達可能性も高まるから、流動性リスクの回避にも
つながる。 
